
2014 年度　地盤工学基礎 演習課題　[2014.12.10 出題]

問題

右図のように，水平な地盤上に集中荷重Qと帯荷
重 pが作用している。深さ 2mのA点に作用する鉛
直応力に関して，以下の問に答えよ。

(1) 集中荷重Q=50 kNによってA点に生ずる鉛直応
力増分 ΔσzQを計算せよ。

(2) 幅 6mの等分布な帯荷重 p=20 kN/m2によってA
点に生ずる鉛直応力増分 Δσzpを計算せよ。

(3) 地盤は不飽和で，γt =16.8 kN/m3である。地表面

荷重が作用していない時，地盤の自重によって

A点に生ずる鉛直応力 σz0を求めよ。

(4) 集中荷重と帯荷重が同時に作用したときにA点に作用する鉛直全応力 σzAを求めよ。

解答例

(1) 集中荷重作用点からA点までの距離は， r=√2.02+1.52=2.5 (m)

　　Boussinesqの弾性応力解から，

Δσ zQ=
3Q
2π
⋅ z

3

r 5=
3×50
2π
× 2.03

2.55 =1.9556⋯=2.0 (kN /m2)

(2) θ1=− tan−1 6.0
2.0
=−71.565(°)=−1.2490 ( rad ) θ 2=0 ( rad) より，

Δσ zp=
p
π
⋅[θ2−θ1+sin (θ2−θ1)cos(θ2+θ1)]

=20
π
×[0+1.2490+sin (0+1.2490)×cos (0−1.2490) ]=9.8612⋯=9.9 (kN /m2)

(3) 不飽和土なので，

σ z 0=16.8×2.0=33.6 (kN/m2)

(4) 自重による応力に，集中荷重，および帯荷重による応力増分を加算する。

σ zA=σ z 0+Δσ zQ+Δσ zp=33.6+1.96+9.86=45.4 (kN/m2)

補足

θ1を 72°に近似し，無理に分数形(2/5)πとして計算を進めた解答があったが，誤差が大きくなる場
合がある。工学における数値計算は，必ず有効数字を意識した実数形式で代入して行うこと。
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